
【資料 11】 

はたらく部会の報告 
（平成 27年５月～６月） 

 

 

１ 目的  

障がい者の「はたらく」ことに対して幅広く捉え、様々な課題を分析しながら多様な

就労の場を考えていく。また、第３次春日井市障がい者総合福祉計画で掲げられている

「雇用・就業、経済的自立の支援」のなかの成果目標に対し、取り組みを検討する。 

 

２ 委員  

春日井公共職業安定所、就労継続支援 A型かなえ、 

就労継続支援 B型サンライク、就労継続支援 B型かすがいフォレスト、 

就労継続支援 B型ワーカー鷹来、就労移行支援事業所さいおワークス、 

春日台特別支援学校、障がい者生活支援センターJHNまある、 

春日井若者サポートステーション、春日井地域精神障害者家族会むつみ会、 

尾張北部障害者就業・生活支援センターようわ 

【事務局】基幹相談支援センターしゃきょう、障がい福祉課 

 

３ 内容 ※毎月第２火曜日 13時 30分より開催 

回 日 時 内 容 

第１回 ５月 12日（火）13時 30分 
・協議会、部会の趣旨説明 

・部会委員自己紹介、現況報告 

第２回 ６月９日（火）13時 30分 
・部会の取り組み内容の提案 

・今年度スケジュールの検討 

 

 

４ 今後に向けて 

まずは部会委員や市内の関係機関の「よこ」のつながりを強化することの意見が多く

挙げられており、詳しい日中活動先のガイドブックの作成や、就労支援の流れを図式化

できないかなど、検討をしていく予定です。また、今年９月早々には中部大学フェアに

ブースを確保していただき、障がい者雇用の啓発として部会から出展させていただく予

定となっています。短期間で成果物を得る時間はないと思われますが、部会が活性化す

るきっかけとなればと考えています。 

目的の通り、地域での多様な「はたらきかた」を分析しながら、部会として何ができ

るのかを今後検討しながら進めていくこととしたい。 


